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企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に

関する調査特別委員会会議録 

 

令和６年６月１１日 火曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午前１１時１０分閉議（実時間６１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関す

る諸問題の調査 

 （新八代駅周辺整備に係る経過報告等につい

て） 

 （企業誘致用地整備事業に係る経過報告等に

ついて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  橋 本 幸 一 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  友 枝 和 也 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 貴 喜 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

 総務企画部長     田 中   孝 君 

  企画政策課長    浅 川 公 利 君 

 経済文化交流部長   野々口 正 治 君 

  経済文化交流部次長 竹 原 彰 吾 君 

  商工政策課長    西 村 新 吾 君 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 

            村 上 政 資 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、定刻と

なり、定足数に達しましたので、ただいまから

企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関する調

査特別委員会を開会いたします。 

                              

◎企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関する

諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、特定事

件であります企業誘致用地及び新八代駅周辺整

備に関する諸問題の調査を議題とし、調査を進

めてまいります。 

 本件について２件、執行部から発言の申出が

あっておりますので、これを許します。 

                              

◎企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関する

諸問題の調査 

（新八代駅周辺整備に係る経過報告等につい

て） 

○委員長（成松由紀夫君） それではまず、新

八代駅周辺整備に係る経過報告等について説明

を願います。 

○企画政策課長（浅川公利君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）企画政策課の浅川でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 着座にて御説明をさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○企画政策課長（浅川公利君） 新八代駅周辺

整備につきまして、さきの３月定例会本特別委

員会にて、令和６年度から２か年をかけて基本

計画を策定していくとの御説明をさせていただ

きました。 

 本日、資料は特に御用意をしておりません

が、現状につきまして御報告をさせていただき

たいと思います。 
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 今回の基本計画策定に当たりましては、業務

委託を考えております。本市にとりまして、５

０年、あるいは１００年に一度といっても過言

ではない非常に大きなプロジェクトでございま

すので、まずは、他自治体の事例や民間活力の

導入可能性などの情報収集を行いつつ、慎重に

協議を重ねながら、業務委託に向けた仕様書の

作成を行っております。また、委託業者選定の

方法につきましては、公募によるプロポーザル

方式を予定しております。 

 今回のスケジュールにつきましては、仕様書

が出来上がり次第、公募を開始し、企画提案書

の提出、審査を経まして、７月中を目途に契約

締結を行いたいというふうに考えております。 

 ３月の特別委員会でも少し御説明をさせてい

ただきましたが、基本計画につきましては、民

間事業者等へのヒアリングなどの市場調査や収

支シミュレーションに加えまして、市民アンケ

ートや有識者からの意見聴取、関係団体へのヒ

アリングなどを通じたニーズの把握等を行った

上で、大規模集客施設の規模や機能、概算事業

費、事業スケジュール、事業手法などについて

精査をしながら、策定作業を進めてまいりたい

と考えております。 

 なお、今後も進捗等につきましては、適宜、

本特別委員会のほうに報告をさせていただきま

す。 

 以上、御報告でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 質疑・質問ではありま

せんけども、要望というところでとどめておき

ますけども、まだこれから委託ということでで

すね、計画を進めていかれるんだろうというふ

うに思いますが、この計画に沿ったグランドデ

ザインですかね、こちらのほうに沿った計画の

裏づけとなる財源とか、どれぐらいの費用がか

かっていくのかとか、そういったところをやは

り市民の方が物すごく気にしていらっしゃいま

すので、早め早めにですね、そういったところ

を提示していただきたいということが１点で

す。 

 それから、もう１点は、今、スポーツ関係の

アリーナ建設に絡めてだと思いますけども、団

体のニーズを聞きながらということで説明がさ

れたと思うんですけども、私も一般質問で野球

場の整備をですね、話をしたことがございま

す。市長の答弁としては、ぴしゃっとしていき

ますて。ぴしゃっとするということは、整備を

ですね、やっていくという方向のぴしゃっとと

いう意味だろうというふうに捉えとっとですけ

ど、そういったところがまだ形としてなかなか

見えてきませんし、軟式野球連盟の皆さんとお

会いするたんびに、――私も野球やってますの

で、たんびに、球場の建設はでけんとですかね

という相談を受けることがあります。そういっ

たところも含めてですね、しっかり市民のニー

ズにまずは応えていくことが一番だろうという

ふうに思いますので、その点を含めて、計画に

ですね、盛り込まれるような対応をお願いして

おきたいというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） そのぴしゃっとと

いうの、その取り方、見解もそのままでいいん

ですか。アリーナも含めた財源の規模とかって

いうのも、大倉委員心配されとるようなところ

の流れもある中で、野球場、市長の答弁が、ぴ

しゃっとが野球場を誘致しますっていうよう

な、今、ニュアンスもあるけれども、そこはち

ゃんと答弁しとかなくていいんですか、執行部

は。 

○企画政策課長（浅川公利君） 今、大倉委員

のほうからもございましたが、まず、グランド

デザインに沿ったということで、ニーズ、関係

団体等のヒアリングですね、こちらのほうもし

っかり行いながら進めていきたいと考えており

ます。 
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 最後の部分につきましては、所管課との調整

でありましたり、八代市公共施設個別施設計画

ですね、そういったとも含めながら十分検討を

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） そのぴしゃっとと

いうのは前向きでいいの。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）総務企画部、田中でございます。 

 今現在、いろんな団体からのお話は伺ってお

るところでございます。ただ、今、我々がグラ

ンドデザインのほうにお示ししておるのが大規

模集客施設というところでですね、アリーナ、

多目的ホール、武道場などというようなことに

なりますので、全てを否定するわけではござい

ませんが、今後、検討する中でですね、どれが

必要なのかということも含めて、取捨選択して

検討してまいりたいと思います。よろしくお願

いします。 

○委員長（成松由紀夫君） これからちゅうこ

っですね。 

 ほかに。よろしいですか、大倉委員、今の

で。 

○委員（大倉裕一君） これ以上出てこんと思

いますけん、大丈夫です。 

○委員長（成松由紀夫君） よかですね。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。今からの

話ということで、いろいろと八代市の進め方と

いうか、整備したいような施設の内容について

はですね、いろいろとお話しいただいてました

んで、中身のほうは理解をしてるつもりなんで

すが、先日、熊本県のほうが、老朽化したスポ

ーツ施設については、官民連携によって再整備

のやつをやっていきたいと、話を進めていきた

いというような話があっておりました。そうい

った中で、意欲ある市町村と協力してというよ

うなですね、木村知事のですね、話も出てたん

ですけれども、そういったことであれば、今、

八代市が造ろうとしている施設、アリーナとか

ですね、そういったものは非常に合致するんじ

ゃないかなというふうに思ってるんですよ。そ

ういったところについては、県に対するアプロ

ーチっていうのが非常に大事なんじゃないかな

と。早くですよ、しかも。というふうに思うん

ですけど、そういったところについては、どの

ように整理して進めていこうというふうに考え

ておられますか。 

 すいません。プラスで、先ほど野球場という

のもあったんですけれども、もちろん藤崎台球

場もですね、そのスポーツ施設の中に入ってる

と思うんですけれども、そういったものも含め

てですね、意欲あると、市町村というようなこ

とを言われてますんで、そういったところにつ

いてですね、御答弁いただければというふうに

思いますけど。 

○総務企画部長（田中 孝君） 田中でござい

ます。 

 県議会のほうも今後開催されて、いろんな補

正案件等々でも出てまいる案件ではないかなと

いうふうに考えております。その内容も含め

て、確認取り次第、関係部署ともですね、話を

しながら進めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 具体的なことはあまり

言われなかったんですけれども、いろんな八代

市で造ろうとしてる施設もあれば、今ほど大倉

委員からも言われた、そういった新たな県営球

場だったりとか、たくさんのものがあると思う

んですけれども、そういったもの全体含めて、

協議の意欲があるというようなことで理解して

よろしいですかね。 

○総務企画部長（田中 孝君） 田中でござい

ます。 

 今現在、何も否定するものもございませんの

で、全ては前広に広く考えてまいりたいと思っ
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ております。 

 ただ、今後、業務を詰めていく中では、どう

しても施設等の話になりますと、取捨選択もし

てまいらなければならないということになって

くるかと思います。今現在は、確かに前広で広

く考えていきたいと、そういう趣旨で答弁させ

ていただいたところでございます。よろしくお

願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） まだゾーニングが

出されたばっかりで、その経過報告の部分が今

でありますし、新たなものが出てくれば、今後

の進捗は適宜報告してまいりますということで

すので、そういったところも頭に入れながら、

よろしくお願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） 角度を変えてちょっと

お尋ねをしたいと思うんですが、今、浅川課長

のほうからるる説明をされた中で、一応方向性

は理解をしたいと思います。 

 ただ、広報やつしろのこの５月号にですね、

前面に今回の新八代駅周辺整備と企業誘致等々

について、５万８０００部という部数を作って

市民に、はっきり言って、知ってほしいとい

う。本当、市民の関心も高いし、そしてまた市

民の方々からも、たくさんの皆さん方もその声

を聞かれておられると思うんですけども、私も

このデザインというのは、月日がたった中で、

本当に今、このまち・ひと・しごとの中でです

ね、すばらしいものが私は計画・企画をされた

と。 

 これから基本計画も含めてされるわけであり

ますけども、ちょうど何ページかと思いますけ

ども、八代市における企業誘致、――角度変え

てからですよ、企業誘致用地整備についてとい

うことで、これについては、ちょうど１２月

に、蒲島知事が退任前に県議会が議会中の中で

発言をなされて、八代市に県営の工業団地を造

るという答弁でありましたね。八代市もちょう

ど、市長はじめ、私たちも議会の中でびっくり

したというのがその現状、今、浮かんでくるわ

けでありますが、要は、県と市と一体となって

工業団地をどうやって進めるかということは、

きちっとこれ、はっきり言ってから、執行部が

ですね、――これ商工政策課かな、書いてるん

ですけども、やっぱし用地の候補地の選定につ

いてもですよ、県と市の工業団地は一体化して

いきたいと。 

 その中で、候補地の選定についてもですね、

急いでいかなきゃいけないということなんです

けども、候補地、用地についても、今、私が聞

こうという、そうじゃないですよ。まずは、こ

れを急いだらどうかなということなんですよ。

八代市が急がなければですね、県と一緒になっ

て急がなければ、用地の交渉もできないんです

よ。用地の交渉ができないこのエリアの中でで

すよ、じゃあ、はっきり言って、箱物を堂々

と、箱物、箱物と。 

 これもなかなか基本計画進む中で、７月に業

務委託ということなんですけども、本当に業務

委託というのは、もう既に何か出来上がってる

んかなという、そういう感じもするわけですけ

ども、その後、私も発言しませんけども、よろ

しければですね、用地交渉……。 

○委員長（成松由紀夫君） 山本委員、実は、

この後の項で企業誘致用地整備事業……。 

○委員（山本幸廣君） うん知っとったい。 

○委員長（成松由紀夫君） 経過報告を全部…

…。 

○委員（山本幸廣君） 関連でだけん。後でし

ようごたなかったい。 

○委員長（成松由紀夫君） いや、今、新八代

駅周辺だけんで、次のくだりになって今の質問

なら。 

○委員（山本幸廣君） 分かっとって。後で言

いたくなかったもんだいけん。もう質問せんと
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だいが。せんつもりで来たもんだいけん。 

○委員長（成松由紀夫君） うん。いやいや、

項が違うけん。 

○委員（山本幸廣君） ちょっと言わせてよか

たい。 

○委員長（成松由紀夫君） うん。だけん、言

うてよかですよ。 

○委員（山本幸廣君） 言うてよかたい。 

○委員長（成松由紀夫君） じゃ、そん後、答

弁でよかですね。次第書とおりで。 

○委員（山本幸廣君） そういうことでありま

すので、そこら辺りについては、今、委員長が

言ったように、後で答弁してください。はい。

それならば。 

○委員長（成松由紀夫君） 企業誘致用地整備

事業の後の説明後に。（総務企画部長田中孝君

「あ、いいえ、いいえか分かりませんけど、一

旦すいません、ちょっと、一旦すいません」と

呼ぶ）一旦返す。 

○総務企画部長（田中 孝君） 総務企画部、

田中でございます。 

 新八代駅周辺整備における企業誘致という言

葉が新八代駅にも出てますが、工業団地と別

に、分かりやすくちょっと言いますと、経済文

化交流部のほうで進めてます工業団地は、県と

一緒になって進めていくというもので、新八代

駅のところにその団地を持ってくるというもの

ではございませんというのが、まず前提でござ

います。 

 新八代駅周辺整備につきましての企業誘致と

いうのは、今現在、商業業務系のところが来て

おりますが、そういう進出に関しては積極的に

アプローチするというのが１つと、今度、我々

が今進めております大規模集客施設のエリアと

いうのは、あくまでも大規模集客施設エリアと

して、新八代駅の中で行いますということで考

えておりますので、経済文化交流部で行う工業

団地の整備というものとは、ちょっと切り離し

てお考えいただきたいというところです。そこ

はですね。（委員山本幸廣君「分かっとる」と

呼ぶ）はい。すいません。（委員山本幸廣君

「分かっとって、もう後言わんけんて思うて、

２項目めんとは聞きたくなかったもんだいけん

でから、だけん、既にした。後からでもよかで

すよ」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） 問題は別なので、

大規模集客施設、大規模商業施設、そういった

もろもろが今の前段で、この後、また県営工業

団地については説明してください。 

 ほかにございませんか。新八代駅周辺整備に

関する先ほどの質問に対しての質疑でお願いし

ます。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

新八代駅周辺整備に係る経過報告等についてを

終了いたします。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１９分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

                              

◎企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関する

諸問題の調査 

（企業誘致用地整備事業に係る経過報告等につ

いて） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、企業誘致用

地整備事業に係る経過報告等について説明を願

います。 

○商工政策課長（西村新吾君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）商工政策課の西村でございます。よろしく

お願いいたします。 

 失礼ながら、着座にて説明をさせていただき

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 
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○商工政策課長（西村新吾君） 失礼します。 

 それでは、企業誘致用地整備につきまして説

明をいたします。 

 資料の企業誘致用地整備事業に係る経過報告

等についてをお願いいたします。 

 １項目めでございますが、経過報告につきま

して時系列に説明をいたします。 

 ４月９日、熊本県企業立地課との協議、４月

１１日、庁内で組織します第６回推進本部会議

を開催、４月２４日、同月３０日、５月１６

日、同月２１日と、熊本県企業立地課との協議

を行っております。 

 県企業立地課との協議につきましては、本市

が昨年度実施し、県に提供しております適地調

査の内容についての問合せへの回答になりま

す。その問合せにつきましては、給配水、送

電、道路アクセスなどの周辺環境などの事項に

なります。 

 続きまして、２項目め、令和５年度企業誘致

用地適地調査の報告についてでございます。 

 別紙の八代市企業誘致用地適地調査業務につ

いてをお願いいたします。 

 本調査は、昨年度、本市が企業誘致用地の候

補地選定のために実施したものですが、昨年１

２月の蒲島知事の八代地域における工業団地整

備の表明を受けまして、市が進めておりました

企業誘致整備計画を県の事業に一本化し、県と

市が一緒になりまして県営工業団地の整備に取

り組むとしましたことから、本調査の結果につ

きましては、県の工業団地の整備の参考資料と

して、県のほうへ提供しております。 

 したがいまして、現在、県営工業団地の整備

地の選定が進められている中ですので、本日

は、本市で調査し選定しました候補地はお示し

することができませんが、具体的に行いました

調査内容につきまして、説明をさせていただき

ます。 

 １ページ目をお願いいたします。 

 業務概要でございますが、本業務は、八代市

企業誘致用地適地調査業務委託といたしまし

て、対象区域を八代市内全域といたしました。

履行期間は令和５年６月１日から令和６年３月

３１日まで、受注者は昭和株式会社熊本営業所

でございます。 

 次に、２、業務の目的でございますが、こち

ら表記しておりますが、本市における企業誘致

用地が不足している状況から、ＴＳＭＣの熊本

県進出を契機とした半導体関連企業をはじめと

した製造業及び物流関連企業等の誘致を目的と

し、企業誘致用地の候補地について、熊本県内

などにおける産業立地に関する関連計画などの

整理の上で選定するとしております。 

 次に、業務内容でございますが、関連計画の

整理、本市及び熊本県内の産業動向・優遇制度

などの整理、法適用条件・自然条件の整理な

ど、こちらに表記しております１１の項目につ

きまして業務を実施したところでございます。 

 なお、本資料にはですね、主に用地選定に係

る内容を記載しております。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 

 まずは、候補地選定のフローにつきまして、

全体的な流れを説明いたします。 

 初めに、左上になりますが、候補地の対象範

囲を抽出しました。次に１次評価を行いまし

て、候補地として１２か所を選定しました。次

に２次評価を行いまして、６か所に絞り込み、

最後に３次評価を行い、適地の３か所を選定し

ております。 

 それでは、それぞれの評価内容につきまして

説明をいたします。 

 まず、対象範囲の抽出でございますが、対象

範囲の抽出に当たり、ここに示しております４

項目、１点目がインターチェンジや主要道路へ

のアクセスが可能な道路が存在しない、２点目

が土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域が

分布している、３点目が日奈久断層の上にあ
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る、４点目が地形の勾配が大きい、の項目に該

当しない区域を対象範囲として抽出しました。 

 次に、１次評価でございますが、１次評価で

は、主要道路沿道で物理的・法規制的に開発可

能な場所であり、広域的なアクセス性のある場

所を候補地として抽出しました。 

 ここでの評価項目につきまして説明いたしま

す。 

 まず、物理的に開発可能な場所につきまして

は、宅地の利用があまりなされていない場所で

ございます。 

 次に、法規制的に開発可能な場所につきまし

ては、用途地域、都市計画公園や緑地、風致地

区・臨港地区・保安林区域・自然公園地域でな

い場所であることです。ただ、農用地、農振区

域、いわゆる農業振興地域は考慮はしておりま

せん。 

 次に、広域的なアクセス性がある場所につき

ましては、八代港や高速インターチェンジから

３０００メートル――３キロ以内であることと

しております。 

 以上の項目に基づきまして、候補地として１

２か所を選定し、併せまして区域を設定いたし

ました。 

 ３ページをお願いします。 

 ただいま申し上げました対象範囲の抽出で抽

出された対象範囲は、赤線で囲んでおりますピ

ンク色のエリアになります。そして、このエリ

アを対象範囲としまして１次評価を行ったとこ

ろでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 続きまして、２次評価でございます。２次評

価では、土地利用や交通アクセス等の観点から

評価項目を設定し、１次評価で選定しました１

２か所の評価を行いました。 

 ここでは、２次評価における評価項目と評価

内容について示しております。 

 まず、評価項目といたしましては、大項目と

して４項目ございます。 

 １項目めの土地利用規制では、農地の状況と

浸水想定区域の指定状況について評価をしてお

ります。本市は農地が多うございますので、農

地の指定状況を評価しますとともに、災害リス

クは基本的に好ましくありませんので、浸水想

定区域の指定状況についても評価をいたしまし

た。 

 ２項目めの交通アクセスでは、区域に面する

主要道路の本数と高速インターチェンジ、また

は港――八代港ですが、との近接性について評

価しております。主要道路の本数につきまして

は、現在、計画が進められております道路も含

んでおります。 

 ３項目めの用地条件では、建物・工作物の立

地状況、住宅系の建物の立地状況、他の工場と

の隣接性について評価をしております。 

 最後に、４項目めの供給処理施設では、電力

整備状況、工業用水道の整備状況、下水道整備

箇所の状況について評価をしております。 

 以上の評価項目と評価内容によりまして、１

次評価で選定いたしました１２か所を選定いた

しまして、上位６か所を抽出しております。 

 ５ページ目をお願いします。 

 続きまして、３次評価でございます。３次評

価では、２次評価で選定しました候補地の６か

所に対しまして、工業地としての優位性や事業

性の観点から評価を行いまして、併せて評価の

カルテを作成して、比較評価を行いました。 

 ここでは、３次評価における評価項目と評価

内容について示しております。 

 まず、評価項目といたしましては、大項目と

して２項目ございます。 

 １項目めの工業地としての優位性では、街区

形成に係る制限等の有無、大型車両の出入りの

しやすさ、鉄塔の有無について評価をしており

ます。 

 ２項目めの事業性では、埋蔵文化財の有無、
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上水道への接続容易性、近接する雨水の放流

先、農業への影響、補償対象物件の有無につい

て評価をしております。 

 なお、この３次評価では、現地での調査も行

っております。 

 最後に、２次評価及び３次評価の合計評価を

行いまして、上位の３か所を抽出しまして、適

地の３か所を選定したところでございます。ま

た、候補地３か所の整備イメージ図も併せて作

成をしております。 

 以上が候補地の選定についての説明になりま

す。 

 続きまして、６ページをお願いいたします。 

 業務の内容にあります民間企業アンケート調

査につきまして説明をいたします。 

 本調査は、熊本県内、九州管内を中心に、全

国の製造業・物流業・ＩＴ系・研究開発に携わ

る企業を対象に実施いたしました。 

 左側の下段になりますが、有効発送数の１４

８０通に対しまして、回答数が１１７通であり

ました。 

 右側の表になりますが、回答がありました１

１７社のうち、既に本市への立地意向を示され

た１４社につきまして、業種別に整理いたしま

した。 

 食料品製造業、道路貨物運送業がともに最も

多い結果となりました。また、半導体産業に関

連する生産用機械器具製造業、電子部品・デバ

イス・電子回路製造業にも需要が確認をできま

す。全体的には、製造業が１０件、非製造が４

件で、異なる８つの業種から需要を確認してい

るところでございます。 

 次に、７ページをお願いいたします。 

 ３月定例会の当委員会におきまして、口頭に

て報告させていただいておりました追加調査と

本業務の契約延長に係ります変更点につきまし

て、改めて報告させていただきます。 

 まず、追加調査の内容といたしましては、土

壌汚染対策法に規定されます特定有害物質によ

る汚染状況につきまして、県から要望があった

場所において、表記の①②により調査を実施い

たしました。 

 なお、調査結果につきましては、土壌汚染対

策法に規定されます特定有害物質による汚染の

状況は見られませんでした。 

 ８ページをお願いします。 

 本業務の契約延長に係ります変更点につきま

して報告いたします。 

 変更の１点目、契約期間の変更でございま

す。変更前の令和５年６月１日から令和６年２

月２９日までを変更して、令和５年６月１日か

ら令和６年３月３１日までといたしました。 

 変更の理由といたしましては、県との適地調

査についての協議におきまして、本市が行って

おります適地調査と県が行う適地調査の整合性

をする中で、さらに追加で調査をしてもらいた

いという項目が出てきましたので、契約期間を

３月末までに変更したものでございます。 

 変更の２点目、契約額の変更でございます。

変更前の１４８５万円から６９万１９００円の

増額として、１５５４万１９００円に変更して

おります。なお、増額につきましては、本委託

業務の入札残により対応しております。変更内

容といたしましては、先ほど説明いたしました

追加調査の土壌調査の分でございます。 

 以上で企業誘致用地適地調査についての報告

とさせていただきますが、本調査で選定いたし

ました候補地３か所を含めた結果報告の公表に

つきましては、県による工業団地の整備業務に

影響を与える可能性がございますので、県営工

業団地の整備地が公表された後に公表する予定

でございます。 

 続きまして、最初の資料のレジメのほうを御

覧ください。 

 ３点目の熊本県企業立地課からの県営工業団

地整備に係る依頼事項につきまして御説明をい
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たします。 

 県からは、県営工業団地を整備するに当た

り、以下の３点につきまして、本市へ協力の依

頼があっております。 

 １点目、用地買収時の地権者の同意取得につ

いて。２点目、事業用地内の里道などの市有財

産の県への無償譲渡について。３点目、工業団

地整備後の団地内公共施設の管理について。 

 なお、この際、団地内の公共施設は県から市

へ無償譲渡されます。 

 以上３点につきまして、今後、県と市で覚書

を締結する予定でございます。 

 次に、４番目の今後のスケジュールでござい

ますが、現在、熊本県では、本市が４月に提供

した適地調査の結果を踏まえまして、整備エリ

アの確定に向けた検討を行っていると伺ってお

りますが、県営工業団地の整備の具体的なスケ

ジュールについては、現時点では分かっており

ません。 

 なお、現在、県が整備している県営工業団地

につきまして申し上げますと、令和４年５月

に、菊池市内に県営工業団地を整備するとの公

表がなされた後、１０か月後の令和５年３月

に、知事の定例記者会見におきまして、菊池市

事業区の具体的な整備地と、３年後の令和８年

度の分譲開始を目指して、実施設計や用地取得

などを進めていくことが発表されているところ

でございます。 

 本市としましても、適地調査の情報の提供を

行い、随時協議を行っているところでありまし

て、なるべく早く整備地の公表につながるよう

協力をしていくとともに、引き続き、県との連

携をより密に図りながら、県営工業団地の整備

が一日も早く実現できるよう、全面的に協力し

てまいります。 

 以上で説明を終わります。御審議よろしくお

願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（山本幸廣君） さっき田中部長にちょ

っと質問・質疑したんですけども、担当部は

野々口部長んとこだったですね。あえて両部長

出席の中で進行していただけば助かったと思う

んですけども。 

 １つだけ、私が過去の例の中でですね、県と

市が覚書を交わしますよね。そのときに、県は

知事なんですか、それとも工業関係の部長なん

でしょうか。八代市は中村市長なのでしょう

か、それとも担当部長なんでしょうか。そこら

辺りを聞かせてください。 

○委員長（成松由紀夫君） 覚書の氏名で。 

○商工政策課長（西村新吾君） 今回、覚書に

つきましては、先ほど説明いたしましたけれど

も、業務の覚書ということになりますので、当

然トップ――市長と知事の覚書になるかと思い

ますけれども、まだその辺の詳細なところの詰

めはまだ行っておりませんので、まだ今のとこ

ろ分からないというような状況でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 未定。まだ未定で

すね。 

○商工政策課長（西村新吾君） まだ未定でご

ざいます。 

○委員（山本幸廣君） 今、委員長が言った未

定ですね。（商工政策課長西村新吾君「はい」

と呼ぶ）それは決まったならば、ひとつ委員会

に報告してください。（商工政策課長西村新吾

君「はい」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（古嶋津義君） ３番の熊本県企業立地

課からの３番③ですが、工業団地整備後の団地

内の公共施設は無償譲渡とありますが、例え

ば、道路とか水路とか壊れたときの修理も全部

市がするわけですか。 

○商工政策課長（西村新吾君） こちらの団地

内の施設といいますのは、団地を造った際に、
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道路、あるいは水路、緑地、あるいは調整池と

か整備を行います。その部分の管理というとこ

でございますので、団地の――例えば、周りの

道路とかという部分ではなくて、あくまでも団

地内における整備の中における水路でしたりと

か道路という部分になります。当然その部分に

ついては県のほうが整備はしますけれども、そ

の後、管理としては市の分でするという形にな

ります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 整備は県がする。

管理は八代市っちゅうことですね。 

○商工政策課長（西村新吾君） はい、管理

は。ただ、その流れとしては、無償譲渡される

と。 

○委員（古嶋津義君） そのまま県にしてもら

えば修理代も要らんのになと思いながらです

ね。 

 それと、もう１点ですばってん、県が工業団

地を整備するのは分かっとですが、市独自はな

かっですか。 

○商工政策課長（西村新吾君） 当初、市のほ

うで工業団地の整備を進めておりました。先ほ

ど来もう説明はしておりますけれども、御存じ

のとおり、県のほうの公表を受けまして、今

回、市としては一本化をするというところで進

めているとこでございます。 

 今後、この整備が完了した後に、また企業様

あたりのニーズがありましたときには、そのと

きは市がするのか、あるいは県のほうが拡張す

るのかという分は、また協議する分があると思

います。 

 ただ、今の現時点では、まずは、県の工業団

地に対して、市としては、もう一体となって取

り組んでいくというスタンスで考えておりま

す。 

○委員（古嶋津義君） 現状としては、県の工

業団地整備に乗っかっていくということです

ね。将来的には、今、答弁のありましたように

考えていくということですね。 

○商工政策課長（西村新吾君） 企業様のニー

ズも含めたところで、状況に合わせて対応でき

ればと思っております。 

○委員（古嶋津義君） それと、１つ心配なの

はですね、ＴＳＭＣの関連で、熊本港が整備を

するということになっとりますですね。マイナ

ス７.５メーターの岸壁の整備とかガントリー

クレーンの新設とかありますので、その辺競合

する懸念があるじゃないかなと心配をいたしま

すが。 

○委員長（成松由紀夫君） その辺に入ります

と、古嶋委員長所管の経済企業委員会でござい

ますので、そちらのほうでお伺いしていただけ

ればと思います。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 県の工業団地の誘致用

地を進めていただくということでですね、県の

ほうで進めていただくということで、八代市の

スタンスをですね、問う声がちょっと聞こえて

くることがあります。県が主体となるというこ

とで、八代市はもう県にお任せですみたいな感

じで、そういうふうな思いになってですね、な

かなか事業が進まんような感じになりゃせんか

という心配のお声をいただいてるんですが、そ

の辺りは担当部としてどのようなお考えで進め

ていかれようとされておりますでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） それ市が後ろ向き

ということですかね。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） お世話

になります。野々口でございます。 

 今、御質問ございました件でございますが、

先ほど課長も申しましたが、県知事が昨年の１

２月に県営工業団地の整備方針を打ち出してい

ただきまして、市といたしましては、まずは、

その県営工業団地の整備に対して全力で協力

し、一日も早い団地整備を目指してまいりま
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す。それについては、先ほど来、資料の中でも

ございますが、県と共になって一緒に整備を進

めてまいります。当然、八代市として県にお任

せするというような気持ちは全くございませ

ん。県に最大限協力して、努力してまいる所存

でございます。よろしくお願いをいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 市が主体性を持っ

てですね。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございま

す。質問してよかったなと思います。しっかり

ですね、市としても方針持って、考えを持って

取り組んでいくということでございましたの

で、私もそういう声があったときには、しっか

り説明をしていきたいと思いますし、市のほう

からもですね、県のほうに催促という言葉では

ちょっと適さないかもしれませんけど、どうな

ってますか、まだでしょうかというような声が

たくさん上がってきてますというようなことも

ですね、お伝えしていただきながら、進捗を図

っていただきたいというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 執行部、大変スピ

ード感を持って取り組んでおられますので、随

時、そのような状況も委員会に御報告いただけ

ればということだと思います。 

 ほかにございませんか。 

○委員（山本幸廣君） もう委員長が今言われ

た発言を質問しようかと思っとりました。その

とおりなんです。 

○委員長（成松由紀夫君） 聞いてください。

どうぞ。 

○委員（山本幸廣君） いやいや、委員長に言

ってから、そしてから執行部にお願いしますけ

ん。 

 今、委員長も言われましたけども、私はそれ

をですね、やはりしっかり執行部としては対応

していただきたい。県からの要望があったんで

すけども、要望についての追加調査やられまし

たけど、市から要望というのは何かありました

か。 

○委員長（成松由紀夫君） 現状、市から何か

要望を上げてるかどうか。 

○商工政策課長（西村新吾君） 調査について

は、本市が行いました調査をそのままお渡しし

てる形でございますので、県への依頼といいま

すのは、まずは、先ほどもお話ししましたが、

候補地についての早い段階での公表等をお願い

したいというところを今してるとこでございま

すので、調査の内容で追加という部分につきま

しての依頼というのは行っておりません。 

○委員（山本幸廣君） 私が一番心配するのは

ですね、用地の交渉。用地確保で３候補地が、

はっきり言って、県と一体となって今後進めて

いかれるわけですけども、用地の交渉等々で座

礁した件がある。当時の市長んとき、私もちょ

っとばかり関係じゃありませんけど、議会の議

長んとき、そういうことがありましてね、やっ

ぱしこれだけ十数年遅れてきたんですよ。工業

団地の団地造成というのがですね。だから、

今、本当に担当部の方々が一生懸命頑張ってる

その姿というのは、それはもう陰ながらです

ね、よく見えないけれども、よく見えるような

気がしてなりません。 

 それは、やはり５月のこの広報やつしろにき

ちっとしたですね、位置づけをしていただいた

ことは、やはり市民の方々は大変安心されたと

思うんですよ。 

 ただ１つ、１つ残っとるのは、やはり候補地

の中での用地の交渉、用地の確保というのがで

すね、これはもう最重大であります。これにつ

いてはですね、部署だけじゃなくしてからです

ね、いろんな関係の方々、団体おられると思い

ますので、そこ辺りを密にして頑張っていただ

ければなと思います。 

 ただ、県にもその努力はしてほしいと。用地

交渉については、やはりある人の話では、やっ

ぱし市が優先をしてくださいと。県はというふ
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うな話も聞きましたけども、そうじゃなくして

から、市と県が一体となってですね、南部もあ

りますからですね、よろしくお願いしたいと思

います。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

○委員（山本幸廣君） 意見です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○副委員長（橋本幸一君） 県が県営で進めら

れるということでありますが、やはりこれまで

ですね、市が３候補地まで選ぶこの段階をです

ね、前もって進めておったということは、結局

それだけ時間が短縮するわけでありますので、

それについてはいい方向でですね、考えて、さ

らに今後は農振除外とか、いろんな県の段階で

の手続は、非常にまたその点ではスムーズにい

くと思いますので、先ほど来ありますように、

スピード感を持って私はいけるものと信じてお

りますので、どうぞ頑張っていただきたいと思

います。これ意見です。 

○委員（野﨑伸也君） 当初、整備用地につい

て２０ヘクタールというようなことで言われて

たんですけれども、これは熊本県のほうに主体

というかですね、八代市からそちらのほうにも

う移行しているんですけれども、その２０ヘク

タールという整備用地の規模については、変更

とかというのはあるのかどうかということ。 

 何でそう思ったのかというのが、頂いた資料

の中で、６ページ、民間企業アンケート調査と

いうところでですね、八代市のほうに立地意向

企業のですね、業種とかっていうんで表があり

ますけども、１４社あるという中で、いろんな

業種があっとですけれども、１４社もあるとい

うようなことであればですよ、私としては全部

来てほしいと思うんですよ。それが２０ヘクタ

ールに入るのかどうかと。できれば拡張してで

もですね、全部を取り込むような用地整備とい

うのをお願いすべきじゃないかと思うんですけ

れども。 

 戻りますけれども、その２０ヘクタールとい

うのは変更があってるのかどうか。 

○委員長（成松由紀夫君） 環境アセスの件も

含めてでしょうね。 

○経済文化交流部次長（竹原彰吾君） 今です

ね、委員のほうから面積ですね、整備の面積の

お話で、２０ヘクタールという話がありました

ですけども、県のほうはですね、今、２５ヘク

タールということで計画されております。これ

何でかといいますと、環境アセスメントです

ね、こちらをですね、２５ヘクタール以上でな

いとせんといかんと。環境アセスメントをやる

となりますと、それに３年とか結構な年月がか

かります。そういうのがありますので、県とし

ても一刻も早く整備する、――もう今、八代市

にですね、そういう団地がないもんですから、

一刻も早く団地を整備したいという中で、その

限度のですね、環境アセスのかからない２５ヘ

クタール、これで整備をやっておられます。 

 これはですね、八代市に限らず、ほかのです

ね、工業団地に関しても、県につきましては、

基本的には２５ヘクタールで整備をされている

とこでございまして、今のところ、まずは早め

に、工業団地整備を急ぐためにですね、２５ヘ

クタールでまずはやっていくという方針でやっ

ておられます。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） だから、２５ヘク

タールをまずやって、その後に、要る分はやる

っちゅう説明ばしたほうがいいんじゃないの。 

○経済文化交流部次長（竹原彰吾君） そうで

すね。まずもってですね、２５ヘクタール。ま

ず、最初から大きい面積でしますと、その取り

かかりがですね、全然遅れてきます。そういう

ことでですね、まずは２５ヘクタールというこ

とで考えております。（委員山本幸廣君「第

２、第３て、工業団地て、そう言えばよかった
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い」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） そういうことです

ね。 

○委員（野﨑伸也君） 今おっしゃったのが、

２５ヘクタール以上だと環境アセスをせんとい

かんけん、時間がかかるから、それ以下でまず

整備したいというような話で、理解してよろし

いんですね。 

 古嶋委員も言われたんですけれども、その後

ですよね。というのは、周りに整備していく。

八代市が整備していく。仮に県か八代市か分か

らんとですけど、今回やるやつの周りにまた整

備していくとなった場合ですよ、それはプラス

でっていうことじゃなくてよかですね。環境ア

セスは関係なかっですよね。一緒たくれになっ

とですか。 

○経済文化交流部次長（竹原彰吾君） 隣接し

た土地にですね、造るとなると、やっぱりアセ

スは関係してきます。ですから、そういう場所

も踏まえたところでですね、今後、考えていか

んばんとかなと。そこら辺もですね、ちょっと

環境のほうとか、環境アセスの話もありますの

で、そこら辺がなるべくかからないようにちゅ

うことで、今後、進めていきたいなと思ってお

ります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 先ほど質問した中に、

１４社全部入るんですかというのがあるんです

けれども、意向調査んときに、どれぐらいの広

さが欲しいのかとかというのは調査はなかった

んですか。意向聞いてないんですか。 

○商工政策課長（西村新吾君） 先ほど説明い

たしましたアンケート調査の内容でございます

けど、まず、項目としては、４項目尋ねており

ます。 

 １つとしては、本市の立地環境に関する評価

ですね。八代がどうであるかという評価です。

あと２番目が、各企業における現在の設備の状

況と、今後どうしていきたいかというような状

況の話。あと３点目が、本市への立地の可能性

です。あと４番目、自治体に求める支援策とい

うとこでございますので、今の施設の立地状況

という部分は把握はしております。 

 なので、今、委員おっしゃったとおり、今、

１４社がもしも来たという部分については、２

０ヘクタールでは恐らく（委員野﨑伸也君「と

思うとですよね」と呼ぶ）不足する可能性があ

るかと思われます。（委員野﨑伸也君「分かり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。 

○委員（野﨑伸也君） その２５ヘクタールで

環境アセスが要らんような状況の中で整備した

いという話なんですけれども、先ほどからも話

あってますけど、その第２、第３とかっていう

のが、実際その周りに造れるような土地がある

んですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 土地。まだ決まっ

とらんど。 

○委員（野﨑伸也君） 決まってないのは分か

ってんですよ。３候補というのがあったんで、

それは周りにありますかという話ですよ。 

○商工政策課長（西村新吾君） ３候補につき

ましては、今、私のほうでその拡張が可能かど

うかというような表現をしてしまいますと、や

はりその候補が確定してしまうおそれもござい

ますので、すいません、私のほうからは控えさ

せていただければと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） しゃべれんことは

そこまででいいよ。 

 ほかにございませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今の質問に少しは関連

しとるけどもですね、工業団地というのは、さ

っきから言った、既存の企業がそこに集約をし

てから行きたいという。既存のよ、八代市内の
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業者、企業。そういう方ってたくさんおられる

と思うんですよ。私もやっぱ五、六社ぐらいは

行きたい、行きたいて。過去から行きたい、行

きたい言いよったが、とうとうできなかったか

ら、ある人んところからはできなかったけん

で、とうとう地元企業の既存の企業行かれなか

ったわけ。あれがでけとりゃ、もう既存の企業

ほとんどあそこに行っとうわけよ。千丁近く

の。（笑声） 

 だけども、やっぱこれについても２０か２５

ヘクタールということですからですね、はっき

り言って、環境アセス関係あったとき、私は５

０ぐらいかなと思ってるんですよ。３０のうち

が２０だけん、５０ぐらいのとこが今のやった

ら２５、アセス関係があるけん。 

 早急に対応せないかんのは、ＴＳＭＣ関係あ

ると思いますけど、要は、既存の企業の誘致、

新規、県外からの誘致、ここら辺りをですね、

ある程度ですね、その団地内にセットしなけれ

ばですね、何もそがん意味ないんですよ。ただ

流しただけやけん。人口も増えない。社員も増

えない。だから、それはですね、それはそれで

いいと思うんですけども、そこら辺りは頭入れ

とかんとしゃがな。 

 やはり県外からの企業の誘致というのを優先

するということをやっぱしきちっと位置づけと

かないかん。どうです、そこ辺りは。 

○商工政策課長（西村新吾君） 今の御質問の

件ですけれども、当然、誘致という部分では、

今後、方針を定めていく必要がございます。本

来、市のほうで工業団地を整備していくという

ところで、並行して誘致方針を定めるというこ

とにしておりましたけれども、今回、県の工業

団地もございますので、やはり県との関連が重

要になってまいりますので、そういった県との

協議が必要かなと考えております。当然、県と

協議して、工業団地を中心とした本市の誘致方

針というものを策定を進めていきたいと考えて

おります。 

 あわせまして、今、おっしゃいましたとお

り、県外から呼ぶのか、地場の企業さんをその

まま拡張させるのかということもございますけ

れども、どういった業種で、どういった狙いで

本市がいくのかという部分も定めていく必要が

あるかと思いますので、その辺も十分精査いた

しまして、なおかつ、やはり雇用が生まれると

いう部分が一番重要かと思いますので、そうい

った部分を含めたところで総合的に判断して、

より経済が活性化するような企業誘致につなげ

ていければなと考えております。 

○委員（山本幸廣君） ぜひともですね、その

方向性の中で、市の単独でですね、そこら辺り

はきちっと位置づけをしてください。はっきり

言って、県に要望というの、そういう要望もし

ていいと思うんですよね。今、言われたような

要望。要望の形の中でですね。 

 経験して苦しい。苦しいの中でですね、断念

をしたという経緯があるのも忘れないで、今回

についてはもう断念しないような、そういうふ

うなですね、方向で頑張っていただきたいと思

います。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、お話あったと

おり、新規・既存、それと県内外、意向をです

ね、またしっかりニーズみたいなものを捉え

て、また執行部もしっかりそこを集約して委員

会に報告できるようなことで、また詰めていた

だければというふうに思います。 

 ほかに何かそちらはございませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。先ほど頂

いた資料の中からですけど、３点目で県の企業

立地課から県営工業団地整備に係る依頼事項に

ついてということで、３点八代市に対して協力

依頼があったという話なんですけれども、１点

目の用地買収時のですね、地権者の同意取得と

いうのがあるんですが、これが一番大変なんじ

ゃないかなというふうに思うんですよね。先ほ
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ど来からいろいろお話出とりますけれども、こ

れのうまくいくかいかんかによって、整備でき

るかできないかというのですね、あるんだろう

と思うんですけれども、この地権者への同意取

得に対しての心構えというか、向かい方という

のはどのように考えておられるんですか。 

○経済文化交流部次長（竹原彰吾君） 今、委

員からですね、用地買収時の交渉ですね、の心

構えということでございますけれども、県のほ

うでやられますので、通常なら県の事業ちゅう

ことで県が行われるんですけども、やはり地元

のですね、地権者に対応するのは、やっぱ地元

の自治体がですね、熱意を持って接することで

ですね、早く解決するということは私たちも思

っとります。 

 やっぱり先ほどもありましたようにですね、

一日でも早くですね、この工業団地をするため

に、今から場所が決定するんですけれども、決

定したら、もうそれがすぐ進んでいきます。用

地のほうはですね。それに対してはですね、市

のほうでも全力で協力してですね、頑張ってい

きたいということで思っとります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（谷川 登君） 民間企業アンケートの

調査に１か月程度発送されて、１４８３通です

かね。そういう中で回答率が７.９％というこ

とで、このアンケート調査については、いろん

な企業が、――先ほどお話の中で、雇用が生ま

れるためには、やはりいろんな課題があります

が、県外から来られるとか、地元雇用を優先す

るとか、いろんな考え方がある中で、今後、こ

の民間企業に対してのアンケートは続けられる

のか、この計画をしながら、この時点でもうア

ンケートは中止するのか、ちょっとその辺だけ

確認させていただければと思いますが。 

○経済文化交流部次長（竹原彰吾君） これは

適地調査の中で、このアンケート調査をさせて

いただいております。ただ、これがですね、Ｔ

ＳＭＣがですね、つい先日、第２工場を建設す

ると――熊本県内に建設するという表明をいた

しまして、今、それに動いております。その当

時とまた動いております。 

 今から八代の土地はですね、そういうことも

あって、この当時の調査は、この当時のニーズ

として受け止めるべきことと思うんですが、今

後はまた、いろいろな状況が変わってきてです

ね、私たちとしても、このような変わっていく

社会情勢の中でですね、情報収集とかはせんば

んということで思っておりますので、場合によ

っては、アンケートを取ったりですね、する可

能性もあるかなと今の段階では思っているとこ

ろでございます。（委員谷川登君「ありがとう

ございました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（谷川 登君） オーケーです。はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（山本幸廣君） 竹原次長がね、心配さ

れた今の用地で、自信もあふれとるような気が

するんですけども、用地交渉が一番難しい。こ

れだけはしっかり捉えとってください。簡単じ

ゃない。それはですね、一番問題は単価の問題

ですよ。路線価格の問題。そしてから、農地を

取得すれば、それなりのやはりいろんな条件も

ある中でですね、そしてあと、八代市内だけで

は問題解決できないですね。県外のいろんな関

係の方々とですね、これは絶対地権者の方々は

ですね、子や孫はよそに行かれて、ほとんど八

代に３割ぐらいしかおられない。そこら辺りを

含めてですね、地権者の方々との交渉というの

は、本当、農地ならば難しい面もたくさんあ

る。だけども、ほとんど前に進んでいると思い

ますから、一部の中でそういうことがあったな

らばですね、そういうふうで市内独自で解決と
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いうのは限界があるということだけ言っときま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、山本委員が言

われるところが一番大事なとこで、そしてま

た、八代は優良農地ということが一番木村知事

も言われるようなところもあるので、そこはも

う農転の問題だったり、あと県内外に地籍調査

課の方が行かれて苦労されるとかという点も、

総じて今言われてるんでしょうから、執行部も

農林水産部とかほかの部署ともしっかり連携し

てですね、もう大変だと思います。頑張ってい

ただきたいと思います。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上で企業誘致用

地整備事業に係る経過報告等についてを終了い

たします。 

 そのほか、当委員会の特定事件について何か

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上で企業誘致用

地及び新八代駅周辺整備に関する特定事件につ

いてを終了します。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、次に、

閉会中の継続審査及び調査の件についてお諮り

いたします。 

 当委員会の特定事件であります企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関する諸問題の調査に

ついては、なお調査を要すると思いますので、

引き続き閉会中の継続調査の申出をいたしたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会いたします。 

（午前１１時０２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０８分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、当委員

会の管外行政視察につきましては、令和６年８

月５日の週で実施をいたしたいと思いますの

で、御承知おきを願います。 

 また、調査事項につきましては、元農地の工

業団地の先進地で１事例、そしてまた、アリー

ナの５０００人以上、あと工業団地に関わるア

クセス関係についてということを中心に調査を

進めてまいりますので、御一任いただきたいと

思います。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いてお諮りします。 

 本委員会は、令和６年８月５日の週で３日

間、企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関す

る調査のため、管外行政視察を行うこととし、

視察先が決まり次第、議長宛て派遣承認要求の

手続を取らせていただきたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもちまして、企業誘致用地及び

新八代駅周辺整備に関する調査特別委員会を散

会いたします。 

（午前１１時１０分 閉会） 
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